






















  一 絹織化学的検索 一
論文審査委員
  (主 査)




 マグネシウム (以下 Mg) 欠乏ラットを用い, 飼料中のカルシウム (以下 Ca) 増減による歯
 牙, 歯周組織, 顎骨および膝関節脛骨頭ならびに下顎骨下縁, 脛骨骨欠損部の治癒過程における
 組織化学的変化について検討した。 検討した酵素は, a墨kali薙e p恥sphatase (以下 ALP), add
 phosphatase (以下 ACP), ghcose-6-p簸osp食atate de互ydrogeRase (以下 Gr6-PDH), isocitr-
 ate d磯y (iro geuase (以下 mH), giut&憩&te de醇drogenase (以 下 GDH), 1actate deぬydro-
 ge鍛ase (以下 LDH) およびs瓠cciRate dellydrogenase (以下 S王)H) である。
 その結果, 全身状態では, 毛並の粗造化, 毛の黄色化, 脱毛, 毛の穢れ, 眼球突出, 眼瞼結膜
 の充血, 頸部踊皮形成, 鼻尖部の炎症, 顔面の浮腫および平衡感覚の異常がMg欠乏で Ca 投与量
 の多いものほど悪化していた。 体重は, C& 無投与群では漸次増加がみられるが, 対照群より増加
 率は低く, Ca を多量投与するほど2週目か ら減少の傾向がみ られた。 また肉眼的所見では, 摘出
 した骨は, Ca 無投与群 では極 度に脆弱 であったが, Ca 多量投与群 では対照群と同様に硬度に変
 化はみ られず, 骨欠損作製部では, 対照群, 実験群共に週を追うごとに骨表面よりやや膨隆して
 い た。
 歯牙, 歯周組織の組織化学的変化と して, ALP の活性は実験群では対照群より象牙芽細胞層,
 細胞稠密属の4週目を除いて弱かった。 また, ACP では象牙芽細胞屡, 細胞稠密層では, Ca 多量
 投与群の4週目で対照群と同様の強い活性を示した。 脱水素酵素では, 対照群より実験群が 亙DH,
 LDH, SDH で活性は弱く, G-6-PDR の Ca 多量投与群は対照群とほぼ同様の強い活性を示し,
 GDH の Ca 無投与群, 少量投与群は, 対照群とほぼ同様強い活性を示した。
 顎骨および膝関節脛骨頭における組織化学的変化は, ALP の実験群では, 軟骨増生帯, 骨梁の
 4週国でほぼ対照群と同様の強い活性がみられた。 ACP では, 骨梁のみ Ca 無投与群, 少量投与
 群で対照群と同様に週を追うごとに強い活性を示 した。 脱水素酵素は, LDH を除いて Ca 多量投
 与群で, 長期間飼育 したものほど対照群より活性は低下していた。
 下顎骨下縁, 脛骨骨欠損部の治癒過程における 組織化 学的変化について, ALP では, 対照群 で
 は2, 3週目で活性を認めるが, 実験群では活性はみられなかった。 ACPでは, 対照群より Ca
 多量投与群ほど活性は低かった。 また, 脱水素酵素のうち, 1DH, GDH, SDH では, 対照群, 実




 Mg の代謝異常は諸種の疾患に関連するが, 単独にみられることは極めて稀で, 飽の無機質の
 代 謝異常をともなうので看過されやすい。 Mg 欠乏が歯牙, 歯周 組織, 骨組織に与える変化に関
 する実験的硯究は少くないが, Ca との関連において検索された報告はほとんどみられない。
 著巻は第i編において, Mg 欠乏ラットにおける飼料中の C& の増減が下顎切歯, 歯周緯織,
 骨組織に及ぼす影響を組織化学的に検索 し, 第2編においては, 同じく 下顎骨, 脛骨の骨欠損部
 の治癒過程にいかなる影響を与えるかについて検索している。 実験群は Mg Ca 欠乏飼料群, Mg
 欠乏 Ca 普通群, Mg欠乏 Ca 倍量群, Mg 欠乏 Ca 3倍量群の4群であり, 飲料水は蒸溜水で
 ある。 第i編においては飼育後i, 2, 3, 4週に試料を採取 し・ 第2編においては飼育i週後
 に骨欠損を作成し, 以後L 2、 3週に試料を採取している。
 検索した酵素はアルカリ性フォスファターゼ (ALP)・ 酸性フォスファターゼ (ACP)・ 脱水素
 酵素 (G_6_PDH, IDH, GDH, LDR・ SDR) である。
 肉眼的に 灘9 欠乏症状 (食欲不振・ 被刺激性亢進 平衡感覚異常・ 毛並の組造化と黄色化・ 脱
 毛, 結膜充血, 眼球突出, 鼻尖部炎症など) は Ca 欠乏群では出現がおそく・ Ca 量が多い群ほど
 早期にかつ強度に幾現した。 ことに3倍量群では四肢 顔薗の浮腫が著聞である。 採取試料では・
 Ca 欠乏群の骨, 歯牙は正常の大きさだが・ 極めて脆弱化しており・ Ca 量が多いほど骨も歯牙も
 細小化するが, 硬さは変っていなかった。
 下顎切歯, 歯周組織では対照よりも全群 ALP 活性は弱いが・ Ca 量の多い程低かった。 反対
 に ACP は, ことに象牙芽細胞において, Ca 多量群で長期飼育ほど活性が高い。 これは歯牙石灰
 化過程で, Mg 欠乏のため ALP と ACP の関係が不安定であり・ さらに Ca 多量投与により初
 期か ら石灰化不全を惹起しているものと考察 している。 脱水素酵素では ①鷺 LD猟 SDHの 活性
 は弱く, G_6PDH 活性はCa多量群で・ GDH 活性は Ca 欠と Ca 少量群で強かった。 顎骨・ 膝関
 節脛骨頭では ALP 離1栓群低Rているカζ・ 4網で厳くなった・ ACP 離1ま・ 骨梁に
 おいてCa欠と少量群で強かった。 脱水素酵素は, LDRを除いて, Ca 多量で長鰯飼育ほど活性低
 下を示 した。
 骨欠損部の治癒過程における酵素活性については, ALP の活性は認められず・ ACP 活性は Ca
 多量で長期飼育ほど低下 した。 これは Mg 欠乏で Ca 多量であるほど基質内にリ ン酸塩の転移が
 行われず, 骨創治癒がおく れるものと述べている。
 以上, 本論文は硬組織の形成と創治癒過程に Mg と Ca が重要な役割を演 じるのみならず・ 両者
 の量的関連の重要性を組織化学的に明 らかに したものであり, 臨床に示唆するところ大であ り,
 十分学位授与に値するものと認める。
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